
 

2026 年４月 27 日 

 

「特定保健指導における不適切な取扱い」に関する再発防止に向けた取組みについて 

 

ＪＲ札幌病院保健管理部が実施した特定保健指導において、長年にわたり厚生労働省が定

めた実施方法（「特定健康診査・特定保健指導の円滑な実施に向けた手引き」等）どおりに行

わず不適切に実施していた件について、当社は重く受け止め、関係者に対するコンプライア

ンス意識の徹底を図るとともに今後同様の事象を再発させないための管理体制の強化及び特

定保健指導の実施方法の見直しに向けた取組みを行いますが、その内容についてお知らせい

たします。 

 

１．関係者 

ＪＲ札幌病院 保健管理部に所属する保健師 ※８名（当時） 

 

２．概要（2025 年 12 月 24 日発表資料と同内容） 

当社はジェイアールグループ健康保険組合から業務委託を受けて、当社社員分の特定保

健指導を実施し、その結果を報告していますが、以下の不適切な取扱いが判明しました。 

 

事象①：メールや手紙等で支援を行う際、対象者からの返信があって支援が成立します

が、対象者から返信がなくても、支援を実施したものとして、支援回数に計上し

ていました。 

事象②：メールや手紙を送信していないにもかかわらず、支援を実施したものとして、支

援回数に計上していました。 

事象③：支援方法を当初計画した面接からメールに変更したにもかかわらず、面接を実

施したものとして、（メールに変更した修正をせずに、）支援回数に計上してい

ました。 

事象④：初回面談から２週間程度経過した時期に支援計画を対象者にメールや手紙で送

信していますが、対象者から返信がなくても、支援回数に計上していました。 

事象⑤：特定保健指導完了時の実績評価の際、本来、対象者にメールや手紙で腹囲及び 

体重の測定値を確認しなければならないものの、確認せずに支援完了としてい

ました。 

 

３．再発防止に向けた取組み 

特定保健指導における不適切な取扱いが長年是正されないまま続いていた原因として、

ＪＲ札幌病院及び本社ともに保健師の業務に対して管理、監督を適切に行えていなかった

こと、また、保健師に対するコンプライアンスを含めた社員教育が十分に行えていなかっ

たことがあげられます。 

したがって、管理、監督体制の強化及びコンプライアンス意識の徹底の観点から以下の

とおり再発防止に向けた取組みを行うこととしました。 

 



 (1) 管理体制の強化 

2026年４月１日付で保健管理部内に健康管理センターを設置し、健康管理センター所

長が保健師の業務を管理、監督する体制を整えました。 

健康管理センター所長は、総務部の課長職も兼務することで、会社全体の健康推進を

所管する総務部と健康管理業務の実務を担う健康管理センターとの連携を強化するとと

もに、総務部の健康管理業務に関する関与を明確化しました。 

 

 【ＪＲ札幌病院保健管理部の組織図（4/1現在）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 特定保健指導の実施方法の見直し 

  ①すでに講じた対策 

  ・ 2025 年 11 月から実施記録（紙の帳票）について、支援や実績評価の具体的な内容

（対象者との連絡手段や対象者からの返信日等）を必ず記載する様式にあらためまし

た。 

  ・ 2025 年 12 月及び 2026 年３月に全ての保健師を対象としたコンプライアンス研修を

実施しました。 

・ 2026 年１月及び３月に監査部による内部監査を実施し、今回の不適切な取扱いが発

覚した以降に実施した特定保健指導が適切に取り扱われている旨を確認しました。 

 

②2026 年度から実施する対策 

2026 年５月末より 2026 年度の特定健康診査の結果に基づいた特定保健指導が始ま

りますが、厚生労働省が定めた実施方法で特定保健指導を実施するため、以下の取組

みを講じることとします。 

 

・ 面談については、これまでは保健師が現地に赴き対面で実施していましたが、保健

師、対象者ともに柔軟にスケジュールの調整ができるようWEB面談などを活用します。 

※ WEB 面談を円滑に進められる環境を整えるため、保健師が使用するモバイルＰＣや

業務用携帯を手配するほか、保健管理部内に WEB 面談専用ブースを設置します。 
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・ 腹囲、体重等の報告については、指定のフォーマットを WEB で入力する方法に変更

し、対象者の利便性向上に加え、保健師が支援や実績評価に必要な情報を不足なく収

集できるようにします。 

・ 支援や実績評価における保健師と対象者のやり取り（メール等の記録）は、客観的 

な証跡を残す観点から、全て保管します。 

・ 保健師が健診システムへ入力した各対象者の特定保健指導の実績データとジェイア

ールグループ健康保険組合への報告用データを管理者等が必ずダブルチェックを行い

ます。 

  ・ 当面の間、定期的に監査部による内部監査を実施するとともに、コンプライアンス

研修も定期的に実施します。 

・ 特定保健指導を円滑に進めるため、対象者に対しても特定保健指導の仕組みを理解

させるよう、事前の説明を徹底します。 

・ 以上のとおり、適切な方法で面談や支援を実施することによって従来よりも特定保

健指導に時間を要することから、当社がジェイアールグループ健康保険組合から業務

委託を受けている当社社員分の特定保健指導について、一部の社員の特定保健指導を

同組合から他の外部機関へ業務委託をしていただくこととします。 

 


